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花巻市

■人　　口＝90,469人（男43,331人、女47,138人）

■世 帯 数＝38,845世帯　

○前年同期

　人　　口＝91,708人（男43,983人、女47,725人）

　世 帯 数＝38,677世帯

※人口・世帯数について詳しくは、本館市民登録課

　（☎41-3547）へ

３月 （本年累計・前年同期累計比）

■交通事故＝人身事故／ 14件（　 38件・ －2件）

　　　　　　死　　者／　0人（　　1人・ ＋1人）

　　　　　　負 傷 者／ 15人（　 44人・ －9人）

■火　　災＝火災件数／  3件（    8件・ －2件）

　　　　　　焼 死 者／　0人（　　2人・ －1人）

■救急活動＝出動件数／336件（ 1,122件・＋109件）

　　　　　　搬送人員／294人（　978人・＋85人）
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　古
代
仏
教
の
歴
史
観
で
は
、
釈し

ゃ
か迦

の
入に

ゅ
う
め
つ

滅

か
ら
２
０
０
０
年
後
、
仏
法
が
退
廃
し
乱
れ

た
世
相
に
な
る
と
い
う
末ま

っ
ぽ
う法

思
想
が
あ
り
ま

し
た
。
日
本
で
は
永
承
７（
１
０
５
２
）年
が

末
法
元
年
と
さ
れ
、
貴
族
や
地
方
豪
族
た
ち

は
、未
来
に
経
典
を
伝
え
る
た
め
、経
塚（
＊
）

を
盛
ん
に
築
き
ま
し
た
。
県
内
で
は
12
世
紀

の
平
泉
藤
原
氏
の
時
代
に
多
く
の
経
塚
が
築

か
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
東
和
町
の
丹
内

山
経
塚
や
高
松
の
高
松
山
経
塚
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　石
鳥
谷
町
大
瀬
川
Ｂ
遺
跡
は
、
見
晴
ら
し

の
良
い
丘
の
先
端
に
あ
り
ま
す
。
東
北
自
動

車
道
建
設
に
伴
い
発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
。

３
基
の
塚
が
東
西
に
並
び
、
西
側
の
１
号
塚

に
は
、
川
原
石
を
組
ん
だ
小
さ
な
石
室
が
あ

り
、
内
部
に
は
須
恵
器
壺
が
設
置
さ
れ
、
壺

の
下
に
中
国
北
宋
銭
の
至し

ど
う
げ
ん
ぽ
う

道
元
寶
が
置
か
れ

て
い
ま
し
た
。
壺
の
中
の
経
典
は
残
存
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
塚
の
構
造
は
経
塚
そ

の
も
の
で
す
。
こ
の
須
恵
器
壺
は
、
平
安
時

代
後
期
の
11
世
紀
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
つ
ま
り
、
12
世
紀
に
築
か
れ
た
経
塚
の

経
典
容
器
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
も
の
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　こ
の
須
恵
器
壺
は
、
５
月
31
日

（金）
ま
で
総

合
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
常
設
展
示
室
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊経典を土中に埋納した塚

大瀬川B遺跡の

須
す え き

恵器壺
つ ぼ

経
きょうづか

塚に再利用された須恵器壺

問い合わせ

　総合文化財センター　☎29-4567

出
土
状
況

須恵器壺須恵器壺


